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ストーク・マンデビル・スタジアム（イギリス）

いようだが、ここと同じような施設が

国に多くあるということに彼らは喜び

を感じているようだ。

特に興味を引いたのはその運営が

 という慈善団体、保証有

限責任会社が行っているということで

あった。 は 年にわたっ

て身体障害者にスポーツの機会を提供

しており、今ではチャリティイベント

として寄付を目的としたさまざまな文

化・スポーツイベントを通して資金調達しているほか、帰国後の調査で独自の宝くじを発行

することで資金を調達しスタジアムの運営などを行っていることが分かった。

イギリスにおいても国家の財政難は共通するところあり、この の存在により

障害者スポーツが支えられているところは民間の強さを感じるところである。特に独自の宝

くじ発行による資金調達は興味深い取り組みであると感じる。

京都においても健常者、障害者にかかわりなく、一つでも「聖地」と呼べる競技があるこ

とが望ましいと思う。聖地を作ることにより、全国から競技者や関係者が集まり、地域の誇

りを醸成することにつながるのではないかと感じるところである。
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